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 第９回米原市定例教育委員会 

 
日 時：平成２２年９月１７日 

                        １４時００分開会    
場 所：山東庁舎 別館会議室 

 （出席者） 
教   育   委  員：稲村委員長 河居委員長職務代理者 堀田委員 小路委員  

瀨戸川教育長 
教育委員会事務局：津田教育部長 
教  育  総 務 課：鈴木課長  
学  校  教 育 課：中川課長  
生  涯  学 習 課：横山課長  
こ  ど  も元気局：川幡局長 
東部給食センタ－：世森所長 
山東・近江図書館館長：小北館長 
書            記：川  瀬 

 
１．委員長あいさつ 
  【稲村委員長よりあいさつ】 
○ ８月の問題行動の件数が０ということですが、自転車事故の数件については、改めて

安全な走行についての指導をお願いしたい。 
○ 8/30に西部給食センターの試食会ということで、新学期も無事にスタートした。 
○ 8/30の第２回管理職会議の中で、子ども達の感動体験の中での「承認」「追認」「反復」

「玩味」という喜びを意図的に繰り返し、その子のより高い価値志向につなげたい。                                  

○ 中学校の体育祭について、国旗掲揚等について、掲げる順番、位置を今一度確認して

いただきたい。 
２．事務局からの報告 

教育総務課より概要説明 
学校教育課より概要説明 
生涯学習課より概要説明 
こども元気局より概要説明 
給食センターより概要説明 
図書館より概要説明 

委 員：指定管理者制度について、山東 B&Ｇプールが民間委託されたわけですが、数カ月 
経過後の住民の反応や運営状況はいかがですか。 

事務局：順調に利用者数も増加しております。温水にリニューアルをされた後、会員の募集 
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をかけ始め、現在では２５０名程度に増加している状況であります。運営方法等に 
対しても、近隣からの苦情等もありません。 

委 員：これについては、改めて決算報告等で報告していただけるのですか。 
事務局：毎年の３月末の決算報告において、報告させていただきます。 
委 員：わかりました。もう１点お尋ねしますが、給食センターについて、防災訓練の際に、 

災害時用のレシピを提供されたとのことですが、防災計画の中での給食センターの 
位置付けというのは、どのようなものとなっているのですか。 

事務局：防災計画の中での、給食センターからの救護食の配食について、明確な位置付けは 
されていません。今回、参画させていただいたのは、災害発生後から１．５日経過 
後になれば、物資の配食も可能となる（阪神淡路大震災から）が、それまでの時間 
において、食事の栄養バランス等も考えて自治会単位でどうするべきかという投げ 
かけがありましたので、栄養士による提案をさせていただきました。 

委 員：是非とも、各自治会から要請があった場合には、レクチャーをお願いいたします。 
委 員：給食センターの害虫駆除については、どのくらいの頻度で行っておられるのですか。 
事務局：ゴキブリ、野ねずみ、ハエ等の害虫駆除については、年２回行っております。日常 

的な駆除については、消毒剤を散布して対応しております。 
委 員：中学生の自転車事故について、大東中学校の自転車走行について、下校時のマナー 

が良くないように思います。事故はなくても、心配なところもありますので、通学 
路ではない道についても、十分に気をつけるよう指導をお願いします。 

事務局：自転車による事故については、地域性や交通量、人口密度等も影響しているように 
思います。地域性は大きいと思います。特に下校時の運転マナーについては、昨年 
度についても直接５～６件の苦情を聞いております。校園長会議の場で、件数等に 
ついて公表しておりますし、再度周知徹底していきたいと思っています。 

委 員：米原高校の生徒によるウォークマンの使用を目の当たりにするのですが、交通音が 
聞こえないようで、車の走行には気付かれないことが多くあります。市内の中学生 
のウォークマン使用についても、確認をお願いできればと思います。 

事務局：中学生のウォークマン使用については、大丈夫と思います。携帯電話の使用も禁止 
しております。米原高校の生徒については、学校側に指導していただけるよう連絡 
を入れさせていただきます。 

委 員：先日行われた「かっとび伊吹 2010」のような行事の準備等については、行政でや 
っておられるのか、指定管理の方で行っていただいているのかどちらですか。 

事務局：行政、指定管理、団体、中学生、といったボランティアスタッフの方々に、事前準 
備をお願いしております。 

委 員：それに対するイニシアティブというものは、行政の方でやっておられるのですか。 
事務局：大会委員長となります。 
委 員：「かっとび伊吹 2010」に限定されたものではありませんが、行政関係者で率先して 
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やっていかないと進んでいかない状況で、行政関係者としては忙しくて仕方ないと 
いう声を耳にしました。そういった実状があるのであれば、人材を育成する必要性 
があるのではないかと思うのですが。 

事務局：事業全体を通して、事務局サイドで采配していかないと進んでいかない部分が多々 
あるかと思います。完全委託するには、まだ時間が必要と思います。 

委 員：9/13の新校設置協議会の内容をわかる範囲で説明願いたい。 
事務局：【PTA部会】では、制服や体操服の決定を行っていただくこととなっており、アン 

ケート調査を行ったうえで、体操服については、指定服（標準服）を決定していた 
だきました。 
【校歌づくり部会】では、議会最終日の議決をもちまして、本格的に校歌作りの準 
備作業に入っていかれます。10月 1日から 12月 10日まで作詞公募、その後取り 
まとめを行い、選考したものを結果報告していただきます。作曲については、来年 
1月初旬に依頼しております。 
【校章づくり部会】では、10月 1日から 11月 12日まで校章の公募、11月中旬に 
取りまとめを行い、選考したものを結果報告していただきます。専門家の方に依頼

し、デザインの決定を行い、12月下旬に候補の決定を行う予定です。校旗の製作

につきましても、3月末までに完成の必要がありますので、そちらにつきましても、

進めてもらいます。 
【教育目標・教育課程部会】については、合同研修会を 8月に行い、両校の特色

ある取り組みや、校内研究について協議していただいております。 
委 員：協議会の進捗については、理解しました。今後も進捗状況等を速報という形で報告 

いただけると良いかと思います。 
 
３．議題 
議案第５４号 財産の取得について                  【生涯学習課】 
 
事務局：当初の計画より少し遅れております。要因としましては、地主への説得の困難化 

等、夫馬地区、市場地区からの要望もあり、調整の必要性があります。さらに大 
きな問題として、三友グラウンドの使用については、当初３月までということで 
したが、９月までに延長していただきました。これもさらに延長の申し入れをす 
る必要が出てくるのではないかと思っていますが、三友（株）側が聞き入れてく 
ださらないことには、今まで利用してこられた方が出来なくなってしまうので、 
早急に対応策を考える必要があります。遅れていることに対しましては、陳謝す 
る必要があると思っております。 

                                   議案承認 
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議案第５５号 後援名義使用承認について 
【協議案件】 
 ○ 第６２回「近畿高等学校家庭課教育研究大会」滋賀大会      【学校教育課】 
 ○ 第１７回ふれあいの里フェスティバル（子どもの創作体験交流広場）【こども元気局】                

【報告案件】 
○ 平成２２年度米原市小学校陸上記録会              【学校教育課】 
○ 伊吹山奉納太鼓踊                       【生涯学習課】 
○ チャレンジカップ IN MAIBARA                【生涯学習課】 
○ 米原市 PTA教育講演会（湖北ブロック活動交流会）       【こども元気局】 
○ 米原市青少年育成大会                    【こども元気局】 
 

いずれも後援承認 
４．その他  
 ○ 米原市教育振興基本計画（素案）について            【教育総務課】  
 ○ 滋賀県都市教育委員会連絡協議会委員研修について        【教育総務課】 
 
○ 児童虐待等について（報告） 
事務局：平成２１年度 ４８件の報告でした。近年の状況をみてみますと、平成１９年度 

は３７件、平成２０年度は４０件となっています。年々増加の傾向にあります。 
平成２２年度も、既に４７件という数字が出ていますが、昨年度から継続しての 
相談も含まれております。虐待の種類ですが、親による育児放棄（ネグレクト） 
２２件（４６％）、身体的虐待１５件（３１％）、心理的虐待１０件（２１％）、 
性的虐待１件（２％）となっております。また、虐待を受けている対象年齢と 
しまして、多い順に、小学生に対する虐待２１件（４４％）、次に３歳～就学前 
の子供に対する虐待１１件（２３％）、中学生８件（１７％）となっています。 
虐待をしている順番は、実母２７件（５６％）、実父１８件（３８％）、その他（祖 
父母等）３件（６％）となっています。虐待についての、実態把握方法（経路） 
としては、学校からの報告２０件（４２％）、保育所からの報告１０件（２１％）、 
市役所への直接相談７件（１５％）、その他（身内から）の通報３件（６％）と 
なっています。学校や保育所関係者の虐待に対する教育が進んでいるように思い 
ます。痣や傷がある子どもに対しては、経過を見ながら、報告をいただくという 
ことになっておりますし、気づきや観察能力の向上も発見に至る要因に思える。 
月１回ネットワーク会議を開催しているわけですが、保育園から中学校までの担 
当者が集まっていただいて、報告していただいております。 
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次回  
      定例教育委員会   １０月２０日（水） 午後２時００分～ 
                 山東庁舎 第１委員会室 

 
以上をもって 第９回定例教育委員会を１５時４８分に終了した。  
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